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リュック・モンタニエ医学博士、ノーベル賞受賞者、尊敬する同僚、友人は、この著作の予備稿が完成

して間もない 2022年 2月 8日にこの世を去り、彼の共著者たちは、いくつかの事例や新しい情報を追加

してこの最新の報告書に引き継いだ。これは、リュックの天才的な才能と精神を表現した、生涯で最も

重要な仕事かもしれない。入院中も、彼はこの論文の出版を最も重要視していた。彼は、リュック・モ

ンタニエ財団 Quai Gustave-Ador 62 1207, Geneva, Switzerlandより名誉を授与された。  

要約 
クロイツフェルト-ヤコブ病は、以前はまれであったが例外なく死に至るヒトのプリオン病であり、正常
では数十年かけて進行して死に至る。本稿の付録では、最初の SARS-CoV-2のスパイクタンパク質および
武漢ウイルスから構築された全ての「ワクチン」変異体にプリオン領域が存在することを強調する。
SARS-CoV-2のスパイク中のプリオン領域は、スパイクの残りの部分よりも変異の頻度が 8倍高くなって
いるが、不思議なことに、オミクロン株ウイルスではプリオン領域全体が完全に消失する。本文では、
2021年に診断され、Pfizer社、Moderna社、または AstraZeneca社による COVID-19の注射後平均 11.38日
以内に最初の症状が出現した Creuzfeldt-Jacob病の症例 26例を提示する。急速に進行するクロイツフェル
ト-ヤコブ病の明らかに全く新しい型であるヒトプリオン病の非定型および新規症例の原因となる進行、
すなわち病因病理発生(etiopathogenesis)については、症候性発症の経緯に焦点を当てる。これは既往の観
点から考察したものであり、COVID以前の Creuzfeldt-Jacob病の典型的な発症と、調査対象となった 26症
例における類似症状の極めて急速な発症を比較したものである。このようなアプローチにより、より急
速に発生するこの新しいヒトプリオン病を理解する上で重要となる病因を解明したいと考えている。以
前は亜急性で緩徐に発症していた疾患が過去に続いた一連の経過を思い出し、この新しく極めて急性で
急速に発症したプリオン病(通常は 2回の COVID-19注射の直後に発症する)と比較することによって、こ
れら 26例の疾患は注射によって引き起こされたと推測するのが正しいと考える。もしそうであれば、そ
れらはおそらく他の多くの症例も引き起こしているが、それらは急速に進行して死に至るため、診断さ
れていない。2021年末までに、20名が原因となった注射から 4.76カ月以内に死亡した。このうち 8例は
2.5カ月以内に突然死亡し、この加速型のクロイツフェルト-ヤコブ病の急速な進行が確認された。2022年
6月までにさらに 5人の患者が死亡したが、本稿執筆時点で生存している患者は 1人のみである。 
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はじめに 

プリオンは、独自の生物学的状態を安定的に持続させる、自己鋳型タンパク質の集合体であ

る。1997年のノーベル生理学・医学賞の際には、当委員会はスタンリー・B・プルシナーが主

導したプリオン研究のブレークスルーを次のように的確に定義した。 

人および動物を侵すクロイツフェルト-ヤコブ病および関連疾患には、脳細胞の変性が関与している。
1982年、Stanley Prusinerは感染因子と疑われるタンパク質を分離することに成功した。このタンパク質を
Stanley Prusinerはプリオンと呼んだ。彼はプリオンタンパク質の背後にある遺伝子を同定したが、それは
健康な人や動物にも存在することを明らかにした。Stanley Prusinerは、プリオン分子は正常なタンパク質
とは異なる方法で折りたたまれ、プリオンの折りたたみ構造が正常なタンパク質にも受け継がれること
を示した。これが病気の原因である。 

プリオンは、非凝集状態から自己テンプレート性の高度に規則化された凝集状態へと切り替

わることができるタンパク質である。この性質により、細菌は生物学的状態に安定した変化

を与えることができ、その過程で動物やヒトに致死的な疾患を引き起こす。 

COVID-19 SARS-COV-2および「ワクチン」中のプリオン領域 

SARS-CoV-2ウイルスが産生するスパイ

クタンパク質の全てにプリオン領域が

存在することが示唆されている(Seneff  

& Nigh, 2021; Classen, 2021b; Tetz & Tetz, 

2022)。COVID-19の注射剤に埋め込まれ

た SARSCoV-2スパイクにプリオン領域

が存在することは、Tetzと Tetz(2022)に

よって正式に実証された(図 1)。また、

Perez,Lounnas,Montagnier(2021)におい

て、SARS-CoV-2の武漢株の全ての変異

株と COVID-19ワクチンの全てにこの

プリオン領域が存在することが示され

たが、この領域はオミクロン株ウイル

スでは完全に消失する(この消失の詳細

については、本論文の付録を参照)。 

Massachusetts Institute of  Technology(MIT)

の Computer Science and Artificial 

Intelligence Laboratoryに勤務するステフ

ァニー・セネフ PhDは、同僚の

Naturopathic Oncology(オレゴン州ポート

ランド)の Greg Nighと共同で、注入検

  
図 1.この図は実際には Tetz and Tetzの図 3である(copyright 

2022,their Figure 3)。SARS-CoV-2変異株の Sタンパク質内

の PrDを示すヒートマップ。異なる SARS-CoV-2変異株間

で Sタンパク質中に同定された PrDの LLRスコア間の相

関を示す。Sタンパク質の平均 LLCスコアは、白(最小)か

ら飽和赤(最大)までの範囲のカラースケールを用いて示さ

れる。LLCスコアが高いほど、分析されたタンパク質が

プリオンである可能性が高いことを示す。 

分析対象のタンパク質がプリオンで

ある可能性 
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体の mRNA部分をコードする配列内に「GxxxG signature motif」を同定した。このモチーフは

ミスフォールディングのリスクを高め、プリオン病の基礎となる毒性のあるオリゴマーを生

成すると言われている。著者らはこれを「グリシンジッパーモチーフ」と呼んでいる(2021)。

それは、GxxxGとして表される、3つの中間アミノ酸によって隔てられた 2つのグリシン残

基のパターンによって特徴づけられる。特に、狂牛病に関連したウシのプリオンもまた、10

個の GxxxGsが連続して発生するという驚くべき連続現象を示している。同様に、SARS-CoV-

2のスパイク膜貫通タンパク質の配列には 5つの GxxxGモチーフが含まれている。その結

果、遺伝的観点からは、そのような配列がプリオンとして作用する可能性はもっともらし

く、ありそうなことである。 

スパイクタンパク質はプリオンの挙動を示す 

ここでより詳細に報告された解析が実施される前から、SARS-CoV-2注射剤のプリオン領域が

スパイクタンパク質にプリオン挙動を引き起こす可能性があることが臨床的に実証されてい

た(Young et al.,2020;Idrees&Kumar,2021;Kuvandık et al.,2021)。ここでは、Pfizer社または Moderna

社の注射剤を 1回目または 2回目の投与で使用した直後にフランスでクロイツフェルト-ヤコ

ブ病が急速に発生した 50例が報告される数週間前に分析を開始した 26例すべてについて、こ

の記録をさらに詳しく検討する。プリオン病の発症には通常何十年もかかるということを最

初から念頭に置いて、ここでは次のような疑問に取り組んでいく。なぜ、またどのようにし

て、この致死的な疾患が注射後すぐに発症するのか？ここでは、Herrmann et al.(2015)、Seneff

と Nigh(2021)、Classen(2021a)、Seneffと Nighら(2022)、Kyriakopoulosら(2022)が多少とも予測し

ているように、おそらく新しい型のクロイツフェルト-ヤコブ病を取り扱っているのではない

かと推測し、この仮説を慎重に検証する必要がある。 

我々の知る限りでは、COVID-19の「ワクチン接種」と、新しく急速に発展しているクロイツ

フェルト-ヤコブ病との関連性を示した最初の報告は、Kuvandikら(2021)によってなされた。こ

の報告は、中国の Sinovacワクチン(CoronaVac,Sinovac Life Sciences,中国北京)の注射を受けた 82

歳のトルコ人患者に関するものであった。より伝統的でよく知られた緩徐に進行する病型で

さえ、極めてまれである。1992年から 2019年の間にフランスで診断された Creuzfeldt-Jacob病

はわずか 28例であった。そのうちの 1例は、2019年に研究技師が死亡した事例で、2010年に

プリオンの研究が行われていた研究所で、この致死的な疾患に感染したと考えられていた

(SantéPublique France,2021)。その後、2021年の夏には、プリオンの研究が行われていたフラン

スの公的研究施設で 2人目の技術者が死亡した。この 2人の死亡と、最初の技術者の死亡に続

いて発生した訴訟のため、フランスにおけるプリオンに関する研究はすべて凍結された

(Société,Toulouse,Haute-Garonne,2022)。 

COVID-19の「ワクチン」接種後に発生した新たなクロイツフェルト-ヤコブ病 

本稿の本文では、CreutzfeldtJakob病の急速に進行する新しい型がほぼ自然発生的に出現したと

思われる症例 26例(表 1参照)の説明に焦点を置く。これら 26例の症状は、感染者が COVID-19

の「ワクチン」を接種され～最長 30日の範囲でばらつきがみられた。これら 26症例の疾患進
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行の詳細を表 1に示す。我々の症例は主にフランスからのものであったが(そのうち 23例),間

もなくヨーロッパの他の地域や米国でも新たな症例が発生し、それらは全て Pfizer社、

Moderna社、または AstraZeneca社の「ワクチン」の接種後に発生したようであった。以下の

本文では、これら 26症例の症状について、完全に記録された進展と発症時期を分析し、前回

のプレプリント版の結果を更新する。また、急速に発症するこの新しい型のクロイツフェル

ト-ヤコブ病と、これまで同様の症状で知られていたが数週間では発症せず、約 1年で死に至

ることもないはるかに緩徐なプリオン病との驚くべき相違点を図 1-3に要約する。むしろ以前

に知られていた疾患は、約 10年かそれ以上の潜伏期と、通常死の 6カ月から 3年続く症状期

をもつ。12 

 

  
  

Princeps Case Doyer 

新たに急速に発症した疾患の典型的な進行を示す中心的な症例(1例は他の 26例と区別される

が、それは夫が彼女のために、また同じ新たな疾患の影響を受けた他の患者のために勇気を

もって主張したことによる)は、「Princeps Case D」と呼ばれる人物である。この女性は 72歳の

フランス人女性で、SARS-CoV-2「ワクチン」の 2回目の接種からわずか 14日後に最初の臨床

徴候を示した。左足背の錯感覚と回転性めまいが生じ、「脳がかすむ」症状、疲労、抑うつが

報告され、左の痛覚過敏坐骨神経痛が認められた。前庭 MRIにより、進行したアルツハイマ

ー病患者で観察されるような、古代の非常に古い白質梗塞病変に似た所見が明らかにされ

た。5日間にわたって Beauvois病院に入院した後、血液は正常に流れなくなり、一般的な注射

器で採血して試験管に採取することは困難になった。帰宅後、新たな臨床徴候が出現した:歩

行障害、右下肢の知覚過敏。また、排尿時の夜間灼熱痛も報告した。激しいミオクローヌス

がみられ、てんかん発作が疑われた。急速な神経機能の低下が認められた。 

American Hospital in Parisの Neurological Departmentは、Mauricetteの Doyerがクロイツフェルト-

ヤコブ病に罹患していたと結論した:この診断は、腰椎穿刺、タンパク 14-3-3などの重要なバ

イオマーカー、脳波、拡散強調 MRI(dfMRI),および陽電子放出断層撮影(PET)スキャンによる

FluidAttenuated逆位回復法(FLAIR)によって確定されたが、これらは全て陽性であり、全体とし

て非常に高い感度と特異度を有しているため、信頼性の高い妥当なクロイツフェルト-ヤコブ

病の診断が可能である。10週目に、患者は無動、無言、寝たきりとなり、クロイツフェルト-

ヤコブ病の典型的な無動性無言症状態を伴う過眠がみられた。その後、不安発作、激越、ミ

 
154億人の接種者に接種された 127億回分の COVID-19ワクチンと比較すると、26回分は少ないように思われる

が、それでもこの数字は、長年の中心極限定理(central limit theorem)に基づいて全人口に一般化するための信頼で

きる統計的な概算値となっている(Le Cam,1986;Tate,1965)。 

2ここで考察した結果の一部は、2022年 3月 24日から 27日にかけて Londonで開催された第 16回 World Congress 

on Discussion in Neurology(CONy)にて Claire Moret-シャルマン(2022)が著者らに代わって発表したものである。 
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オクローヌスのために自宅で入院し、静脈栄養を必要とし、間欠的な呼吸窮迫に苦しみ、緩

和ケアのためにミダゾラムによる治療を受けた。著者らの観察から、この急速に発症するプ

リオン病患者の生存期間の延長は、Iwasakiら(2015)が説明したような改善的管理法を適用した

ことによる可能性が高いことが示された。広く報道された M.Doyerの事例では、我々にとって

非常に重要な患者であった Princeps Doyerの家族がこの種の処置を実施し、動けなくなったり

話せなくなったりした後も継続した。なぜ彼女が我々の研究にとってそれほど重要であった

のかを説明するために、また、以下で詳細に考察する他の 26症例の発見と分析について説明

するために、彼女の夫が発表した声明を参照することが有用である。2021年 10月 31日、Marc 

Doyerは次のように記した。 

私は、すでに家族が集まっている VERITY Franceという団体の活動を支援し、参加することにした。私
たちは真実を明らかにすることに尽力しており、私たちの家族が落ち込んでいる暗闇を照らすことを目
的とした市民の力を生み出すために、大規模な集会を招集したいという願いを共有している。私として
は、妻の Mauricette(Princeps Doyer)が恐ろしい病気(クロイツフェルト-ヤコブ病)で毎日少しずつ自分の半
分を失っている。また、COVID-19 France Associationの協力を得て、皆様に副作用症例を報告するための
独立した国家的なプラットフォームを提供するべく、証言の収集を続けている。関係するすべての家族
と同様に、私たちの生活は二度と同じではなくなりますが、真実を求める私の決意は、最後の息が尽き
るまで力強く私とともにあります[https://www.verityfrance.org/marc-doyer-rejoint-ヴァリティ-フランス/での
彼のフランス語による最初の声明を参照]。 

Princeps Doyerにおける病気の進行は表 1および図 2において症例 4として要約されている。 

2021年 5月 5日に問題となる 2回目の Pfizer社製品の投与を受け、わずか 14日後の 5月 19日

までに症状が発現した。7月 5日には発症からわずか 61日で重度の症状が出現し、この日に

図 2.ここで考察した新しく急速に進行したクロイツフェルト-ヤコブ病の 26症例のうち、彼女の夫であるマー

ク・Doyerが特定して選び出した第一の症例はDoyer Mauricetteであり、「Princeps Case Doyer」と命名された。

マーク・Doyerの妻である。その後、COVID-19フランス協会(Verity France)に加入した。本稿で取り上げる新

しい型のクロイツフェルト-ヤコブ病の症状は、72歳の時点で、Pfizer社が COVID-19に注射してからわずか

14日後に初めて出現した。 
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診断が確定した。その後、致死的な神経変性が進行し、原因と疑われる Pfizer社製ワクチンの

接種からほぼ 1年以内の 2022年 5月 3日に死亡した。 

図 3に Princeps Doyerの脳スキャンの結果を示す。検査法としては、MRI,PET,脳波(DM),脳

MRI(拡散強調画像),Fluid-Attenuated Inversion Recovery(FLAIR),(T2)などがある。検査の結果、左

側優位の頭頂葉と帯状回に異常が認められた。FDG-PETでは、右半球の代謝低下が右前頭葉

および頭頂葉で主に認められた。脳波(図 3 3の右下)では、特徴的な 6 Hzのバックグラウンド

活動と右半球に 6秒間持続する 1 Hzの 3相性周期性スパイクが認められた。脳波の青い長方

形の中の重要なパターンは、クロイツフェルト-ヤコブ病の診断を正当化する典型的な証拠を

表している。 
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図 3.Princeps Doyerの脳スキャン:MRI検査、PET検査、脳波検査(D M),脳 MRI(拡散強調画像),(Fluid-Attenuated Inversion 

Recovery,FLAIR),(T2)検査で、左側優位の頭頂葉と帯状回の異常がみられる。FDG-PETでは、右半球の代謝低下が右前頭

葉および頭頂葉で主に認められる。脳波(右下)では、右半球に 6 Hzの背景活動と 6秒間の 1 Hzの 3相性周期性スパイク

がみられる。脳波の青い長方形はクロイツフェルト-ヤコブ病の典型的な証拠であり、この症例では 6秒間の 1 Hzの 3相

性周期性スパイクがみられる。 

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv


 

 

  

   Table 1  

Progression of  the Rapidly Developing New Form of  Creutzfeldt-Jacob Disease in the 26 Cases Under Study  

 

 
 

 

Country  

  
  

  
 

Deceased  

1  10  76  France, Montpellier CHU  72  M  Pfizer 2nd  20-Apr-21  30-Apr-21  20-May-21  20-May-21   6-Jul-21   

2  7  78  France, Bordeaux Pellegrin CHU  52  M  Pfizer 2nd  28-May-21  5-Jun-21  28-Jul-21  28-Jul-21  16-Sep-21  

3  1  78  France. Rothschild Foundation  48  F  Pfizer 2nd  25-Aug-21  26-Aug-21  08-Oct-21  9-Oct-21  13-Nov-21  

4  14  365  France, American Hospital (Princeps Doyer)  72  F  Pfizer 2nd  5-May-21  19-May-21   5-Jul-21  5-Jul-21  ‡  3-May-22  

5  10  56  France, Tours CHU  73  M  Pfizer 2nd  30-Apr-21  10-May-21  07-Jun-21  7-Jun-21  23-Jun-21  

6  8  68  France, Nantes CHU  75  M  Pfizer 2nd  18-Mar-21  26-Mar-21  18-Apr-21  8-Apr-21  26-May-21  

7  15  113  France, Lille CHU (KJ16)  60  M  Pfizer 3rd  31-Aug-21  15-Sep-21  25-Nov-21  15-Oct-21  23-Dec-21  

8  15  78  Israel, Jerusalem  62  M  Pfizer 2nd  22-May-21  7-Jun-21  19-Jun-21  19-Jun-21  10-Aug-21  

9  1  187  France, Chambery Hospital (KJ17)  50  F  Pfizer 1st  10-Jun-21  6/11/2021  06-Dec-21  1-Sep-21  17-Dec-21  

10  1  66  Belgium, Charleroi CHU  69  M  Pfizer 1st  8-Apr-21  9-Apr-21  12-May-21  12-May-21  14-Jun-21  

11  15  202  Switzerland, Lugano  67  F  
Moderna  
2nd  22-May-21  7-Jun-21  01-Dec-21  18-Jun-21  14-Dec-21  

12  15  72  France, Amiens CHU  70  F  Pfizer 3rd  18-Nov-21  3-Dec-21  11-Jan-22  2-Jan-22  1-Feb-22  

13  30  115  France, Cherbourg CHU  77  F  
AstraZeneca  
2nd  30-Jul-21  31-Aug-21  01-Oct-21  1-Oct-21  25-Nov-21  
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14  5  232  France, Ivory Center Francilien  62  M  Pfizer 1st  6-Jul-21  11-Jul-21  10-Dec-21  still living  ‡ 28-Feb-22  

15  15  395  France, Salpêtrière Hospital  72  F  Pfizer 1st  7-Jun-21  22-Jun-21  20-Aug-21  11-Nov-21  

‡  12-Feb-22  
(palliative care;  

alive Aug-22)  

16  15  210  France, Cahors (KJ10)  72  M  Pfizer 2nd  31-May-21  15-Jun-21  08-Oct-21  8-Oct-21  30-Dec-21  

17  15  335  
France, Toulouse CHU   
(Patient 1 4 22)  

38  F  Pfizer 2nd  

20-Jul-21;   
11-Dec-21  
Delta  

10-Jan-22 (after 

end COVID)  
08-Mar-22  25-Mar  

‡  before 22- 
Jun-22   

18  15  370  
France, Strasbourg CHU   
(Patient 2 4 22)  68  F  Pfizer 2nd  15-May-21  30-Jun-21  01-Dec-21  1-Aug-21  

‡  before 22- 
Jun-22   

19  17  235  France, Clermont Ferrand (Patient 4 4 22)  75  M  Pfizer 2nd  17-Apr-21  4-May-21   5-Dec-21    15-Sep-21    15-Dec-21   

20  7  365  
France, Caen CHU   
(Patient 12 4 22)  64  F  

Pfizer 2nd;  
Moderna 3rd  

21-Jun-21;  
27-Dec-21   28-Jun-21  21-Aug-21  21-Aug-21  

‡  before 22- 
Jun-22   

21  17  210  France, Chateauroux CHU (Patient 15 4 22)  64  F  
AstraZeneca  
2nd  28-May-21  15-Jun-21   7-Dec-21   20-Nov-21  28-Dec-21  

22  30  186  Bordeaux, R. P.  75  M  AstraZeneka  11-Jun-21  11-Jul-21  16-Dec-21  11-Nov-21  17-Dec-21  

23  2  276  Chateauroux Saint Antoine  F  78  Pfizer 2nd  1-Mar-21  3-Mar-21  15-Nov-21  1-Jul-21  8-Dec-21  

24  11  87  USA  (Cheryl C., reported by Redshaw, 2022)  F  64  Pfizer 2nd  25-Apr-21  6-May-21  12-Jul-21  19-Jun-21  22-Jul-21  

25  1  142  USA  (Carol B., Redshaw, 2022)  F  70  
Moderna  
2nd  17-Mar-21  18-Mar-21  15-Jul-21  15-Jul-21  2-Aug-21  

26  4  150  USA (Jennifer D. S., Redshaw, 2022)  F  60  Pfizer 2nd  21-Sep-21   25-Sep-21  23-Jan-22  24-Dec-21  21-Feb-22  

https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/
https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/
https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/
https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/
https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/
https://childrenshealthdefense.org/defender/exclusive-son-describes-mothers-death-moderna-shot/


 

 

‡ The bolded characters represent the 6 patients who were still alive when we first drafted this table in February 2022. We updated their status in August 2022. By that time 5 of  the 

survivors had died. Only one remained alive in August 2022. In our shared professional judgment, we believe this last patient benefited from the antioxidant protocol prescribed by 

our late colleague, Luc Montagnier.  
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表 1の全 26症例の診断に移る 

Lemstraら(2000)は、クロイツフェルト・ヤコブ病の確実な診断法を示した画期的な研究におい

て、112人の患者のプロテイン 14-3-3を検査した。クロイツフェルト-ヤコブ病の感度と特異度

は、非常に典型的な半陰陽の状況で使用し、症例を調査した場合、感度 97%,特異度 87%であ

った。クロイツフェルト-ヤコブ病患者における T-tau値の上昇と T-tau/P-tau比の上昇の組み合

わせも、ルーチンの臨床応用において高い特異度を示す。すなわち、臨床医および研究者

は、調査対象の患者においてプリオン病が正確に診断されたことを確信できる。最近開発さ

れた RT-QuIC検査は、ヒトの髄液中のクロイツフェルト-ヤコブ病を高感度かつ特異的に検出

することができ、クロイツフェルト-ヤコブ病症例の 11～23%を見逃す可能性があるという事

実にもかかわらず、重要な診断ツールでもある(Orrúet al.,2015;Green,2019;Rhoads et al.,2020)。十

分な注意を払って、26例の症例に対して使用した他の診断手順と組み合わせて総合的に適用

すると、このような実証済みの方法は、クロイツフェルト-ヤコブ病の症例を診断および認証

するための一種のゴールドスタンダードとなる。これらの症例について、疾患の発症と進行

に関する重要な詳細情報とともに表 1に記載し、それぞれの発症と死亡への進行を特徴づける

追跡分析を図 4と図 5に示す。 

 

図 4では、この新種の致死性プリオン病の劇的な発症速度を要約し、図 5では、この新種のプ

リオン病が急速に進行して死に至った事例を示している。この新種のプリオン病は、明らか

に COVID-19の「ワクチン」の 1回または複数回の注射によって 26例に発生したものであ

る。 

Vaccine Adverse Event Reporting System(VAERS)によると、2020年 12月 14日から 2022年 4月 1日

までの間に、COVID-19ワクチンによるクロイツフェルト-ヤコブ病の症例が 20例報告され、

19例の死亡が記録された。これらの VAERSの症例の大半は 65～75歳の年齢層で発生してお

図 4.クロイツフェルト-ヤコブ病症状の発症までの日数(平均は赤矢印で示す)。 
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り、今回の研究で注目した 26例と同様に、COVID-19の注射後数週間以内(多くても 1カ月以

内)に非定型的な症状の突然の発症がみられ、これは今回のデータサンプルの全症例で観察さ

れた。ここまで詳細に検討して報告してきた 26症例の疾患進行を検討したところ、Pfizer社と

Moderna社が製造した mRNAを接種後に発症した症例では約 2週間以内に症状が出現する傾向

がみられたのに対し、AstraZeneca社のウイルスベクターDNA送達システムを受けた患者で

は、疾患の症状が出現し始めるまでに 30日もの長い期間を要したことが判明した。 

 

Figure 5. A summary of  progression toward death for the 26 cases of  the new form of  Creutzfeldt-Jacob Disease 

believed to be caused by COVID-19 “vaccine” (updated to or last check on the survivors in August 2022). 
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要約すると、解析対象となった 26例のうち、クロイツフェルト-ヤコブ病の最初の症状が出現

したのは COVID-19の「ワクチン」を接種してから平均 11.38日後であった。これら 26例のう

ち 20例は、この記事の最初の草稿の時点で死亡しており、その時点では感染者のうち 6例が

生存していた。20例の死亡は、注射からわずか 4.76カ月後に発生した。このうち 8例は 2.5カ

月以内に死亡した。これら全ては、この新しい型のクロイツフェルト-ヤコブ病の根本的に異

なる性質を確認するものであるが、古典的な型の症状は数十年を要する。図 5は、生存例が 1

例のみであった 2022年 8月に更新されたものである。 

プリオンの影響を理解するための可能な道筋 

経験的証明をできるだけ間接的に確立するためには、図 6で強調したように、よく知られた世

界遺伝コードの表からいくつかの事実を検討することによって、議論のこの部分を始めるこ

とが有用である。どのように進めるかという考えは、万国遺伝コードに関する 2つの観察から

始まった。1つは、mRNAコドンからタンパク質を構築する際に避けるべき罠があることであ

る:3つの終止コドンのうちの 1つに誤って着地しないようにすることであり、もう 1つは、プ

リオン機能に関与するアミノ酸の 20%を占めるアミノ酸 N,Q,Y,Gのコドンに注目すると、これ

らのアミノ酸は、その生物物理学的性質から、他の点では安定な DNAらせんの弱い結合を説

明できる可能性が高いように思われる。このことから、遺伝暗号の 2次元表から、3つの終止

コドンが「穴」のようなものを表し、その付近のヌクレオチドのわずかな変異が問題となる

ようなトポロジーが得られるという考え方が生まれた。その後、表 2に示すように、3つの終

  

図 6.Universal Genetic Codeである T C A Gの 2次元表および NQYGプリオン促進アミノ酸の終止コドンの位置に

関連する相対位置。4つのアミノ酸からなるプリオン機能促進因子 N Q Y Gは、3つの終止コドン(全アミノ酸の

20%を占める)に近接していることに注目すべきである。 
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止コドンによって形成される"穴"(くぼみ)を基準として 4つのアミノ酸 N Q Y Gの位置を決定

することにした。 

我々の直感は幾何学的なものであった。

すなわち、遺伝コード表の 2次元トポロ

ジー(図 6)には、たん白質のエンドコー

ドに対応する 3つの終止コドンが存在す

る。最もプロプリオン性の高い 4つのアミ

ノ酸は Y Q N Gであるが、それらは 3つの

終止コドンを構成する「プロテオミクスの

ブラックホール」に近い、あるいは非常に

近い一種の「縮重」を引き起こすのではな

いかと考えた。ここでは、Y Q N G上の 1

つのヌクレオチドの変異が終止コドンに切

り替わるような限定的な場合に焦点を当て

る。我々の答えは「はい」であり、それは

起こりうることである。表 5は、アミノ酸

N Q Y Gが二次元表の終止コドンに「トポ

ロジー的に」近接していることを示してい

る。ストップ<==>N Q Y G変異の 7例中 5

例では、1つの変異塩基で十分であろう。

これはプリオンの 3つのアミノ酸である Q Yと Gの例を示している。したがって、プリ

オンがどのように作用するかをよりよく理解するためには、この論文をさらに検討する

必要があると結論した。しかし、この詳細な検討については、本稿の付録に記載した。3 

  

考察 

著者らの論文の重要な点は、武漢株のスパイクタンパク質にプリオン領域が存在することが

(発見ではないとしても)決定的に証明されたことであり、Omicronではそのようなことはなか

った。さらに、COVID-19の注射可能製剤には武漢スパイクタンパク質の mRNAコード配列が

含まれているため、我々の研究はこれら全ての注射可能製剤の有害なプリオン部分にまで及

ぶ。前述のプレプリントは、Seneff、Kyriakopoulosら(2022)によって次のように引用されてい

る。 

Montagnierらは、プリオン様の特徴を有すると考えられるスパイクタンパク質の領域を同定した。その断
片の中に 5つのアミノ酸を含む断片があり、YQAGS[著者らの研究結果を引用して、以下のように記載し
ている:]「ヒトのプリオンタンパクにも同じ断片があり…真ん中の YQRGSを除いて、他の 4つのアミノ

 
3この論文を他の 11名の査読者とともに読んだステファニー・セネフ博士は、「Y,Q,Gはすべて、プリオン蛋白の

C末端ドメインと分子擬態によって結合する YQAGS配列に存在する」とコメントした。 

N Q Y Gプリオン機能を増加させる 4つのアミ

ノ酸 

中止 無 問い 有 G群 

UAA型 AAU

試験 

CAA

試験 

UAU

試験 

  

UAG試験 AAC

型 

CAG UAC   

中止         

UGA試験       GGA

試験 

コドン別の

突然変異数 2点 1個 1個 1個 

表 2 

普遍的遺伝コード表の終止コドン付近に起こったア

ミノ酸変異 
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酸は全てヒトのプリオンタンパクの C末端付近にあるこの断片と同一である。本当に完璧であるそれに
対する抗体が得られれば、基本的には死刑判決となる。」[脚注 3の彼女のコメントも参照のこと。] 

私たちの研究は、コントロールできない大きな障害によって制限されてきた。一つには、

COVID-19の注射に起因すると公式に認められた「副作用」は、実際に発生したものよりも数

が少なく、重症度も低いことが知られている。公式に公表された唯一の研究である、米国連

邦当局の後援を受けたが後に完全に無視された研究(Lazarus et al.,2010)では、公式の規制当局に

「報告されているワクチン有害事象は 1%未満である」ことが明らかにされた。したがって、

特にイスラエル、オーストラリア、米国、英国、および欧州のようにワクチン接種率が非常

に高い国では、新種のプリオン病の症例が実際に何例発生しているかを明らかにすることは

不可能である。 

さらに、今日ではクロイツフェルト-ヤコブ病またはプリオン病の診断の公式の根拠は依然と

して剖検であるため、CreutzfeldtJacob病が疑われる症例の剖検例数はせいぜいわずかであり、

大多数の症例では完全に不足していることに留意すべきである。欧州では、2021年 7月 27日

(Société,Toulouse,Haute-Garonne,December 9,2022;LADEPECHE.fr,March 17,2022)以降、プリオン病

が疑われる組織検体であっても、剖検やその他の診断検査を実際に実施する最良の機関はす

べて、その分析を妨げられている。 

フランスのすべての認定機関(INRAE、ANSES、CNRS、INSERM、CEAなど)は 2021年 7月 27

日、トゥールーズ獣医大学で勤務していた 33歳の技術者が死亡したことを受けて、プリオン

病を扱ったすべての研究を「凍結」した。この患者は、ここで報告しているような急速に進

行する疾患に罹患したと報告された(Moore,August 2021;Société,Toulouse,Haute-Garonne,December 

9,2022)。しかし、この患者は COVID-19の注射剤ではなく、自身の研究室での研究によって感

染したと考えられた。死亡した若年女性がプリオン病の症状を呈して死亡する前に COVID-19

の注射を受けていたかどうかについては、主流の出版物のいずれからも指摘されていない。 

前述の限界を念頭に置くと、クロイツフェルト-ヤコブ病の新しい型の実際の症例数は、欧州

のどの機関(または他のどの当局)が報告したよりも多い可能性が高い。 

結論 

要約すると、今回の研究で解析された 26例のうち、クロイツフェルト-ヤコブ病の最初の症状

は、COVID-19の「ワクチン」の接種後平均 11.38日以内に出現した。20例の死亡はこのよう

な注射のわずか 4.76カ月後に発生し、そのうち 8例は 2.5カ月以内に突然死亡した。我々のプ

レプリント記事(2022年 2月)が掲載される前に死亡しなかった 6名の患者については、2022年

8月されたレビュー(図 5の更新版を参照)において、5名が死亡し、生存していたのは 1名のみ

であったことが判明した。この最後の患者は、他の数人の患者と同様に、2022年 2月 8日に自

身も死亡したリュック・モンタニエ医師が処方した抗酸化プロトコルに従って治療されたこ

とに注目しなければならない。 
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この記事で報告された臨床上の事実は、注射に関連した不自然で新しい形の CreutzfeldtJacob病

を確認するものである。典型的なワクチン接種後の症状は、ワクチン接種(通常は 2回目の接

種)のほぼ直後または直後に出現することから、1回目の接種は感染を増強させる事象であり、

その後は疾患が急速に進行して最終的には死に至ることが示唆される。2021年 1月 12日のル

クセンブルグ議会での演説(World Freedom Alliance,2021)および 2021年 5月 18日のインタビュー

(RAIR Foundation USA,2021)において、インターネット上で多くの文献が引用されたわずか 2つ

の例を除き、メディアで広く言及されたリュック・モンタニエの事前警告は、異なる種のタ

ンパク質における病原性プリオン領域に関する彼の先見の明のある遺伝学的研究に基づいて

いた。これらの徹底的な遺伝子研究から、現在実証されている COVID-19の「ワクチン」によ

るクロイツフェルト-ヤコブ病の「副作用」が発生するという仮説が導かれた。著者は、SARS-

CoV-2のスパイクタンパク質に病原性プリオンが挿入されたという研究結果に基づいて、この

新たな神経変性疾患であるクロイツフェルト-ヤコブ病の原因を予測した。彼は自身のチーム

とともに、遺伝子研究の成果からこの新しい型のクロイツフェルト-ヤコブ病の臨床効果に至

るまで、すべての研究をモニタリングした。 
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付録:プリオン領域に適用される相補的方法 
以下では、相補的な 2つのプリオン解析法を用いる。1つ目は PLAACのソフトウェア

(Lancaster et al.,2014;図 7に図示)であり、これにより、あるアミノ酸配列からプリオン機能が発

現する可能性の高い領域を検出することができる。2つ目は「Master Code of  DNA」であり、

これにより、注目するプリオン配列のゲノムとプロテオミクスの相互作用を統一した Master 
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Codeの特性曲線の特定の構造やパターンを強調表示することで、プリオン機能の仮説を検証

し、場合によっては確認することができる。 

 

方法 

PLAAC分析 

ここでは、酵母菌 Sup35プリオン(図 7)、特に Saccharomyces cerevisiae S288C translation 

termination factor GTPase eRF3(Sup35),partial mRNA(NCBI reference sequence:NM_001180479.3 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/398365952))を用いた PLAAC法を説明する。図の一番上で

は、Sup35pと Ure2p,Rnq1p,Mot3pとを、紙面を水平に横切る明るい色のリボンで比較してい

る。これらのリボンのすぐ下の図 7では、中央のページの幅の広い 3つの列で、Sup35pに焦点

  

図 7.酵母菌プリオン Sup35pを用いた PLAACのソフトウェアアプリケーションの例上:4つの既知の

http://jura.wi.mit.edu/cgiプリオンタンパク質。各アミノ酸は PrLDs中の濃縮対数尤度比(Sequence Enrichment Visualization 

Tool;yeast-bin/bio/draw_enrichment.plに準じてスタイル設定)で色分けし、HMM解析結果は外側のバーで示す。下:酵母

Sup35タンパク質の詳細な可視化(いくつかのプリオン予測スコアを含む) 
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を当てたより詳細な PLAAC分析を行っている。PLAACのソフトウェアは、SUP35タンパクの

最初の 120個のアミノ酸からプリオン領域を検出する。このことは、Sup35p標識のすぐ下の

黒い文字の赤色曲線によって確認される。図の一番下に 1,101,201,301,401,501と記したアミノ

酸配列のすぐ上に、緑、赤、灰色の波線を描く。 
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マスターコードの分析 

「マスターコード」法は、DNA,RNA及び

アミノ酸に共通する唯一の原子量から、

DNA,RNA及びアミノ酸配列の 3つのコー

ドを統合した一種のメタコードを数値的に

際立たせる方法である。特に、マスター・

コード曲線は、DNA中の配列がタンパク質

をコードしているか否かにかかわらず、あ

らゆる配列のゲノム(DNA)およびプロテオ

ミクス(アミノ酸)発現を統一する結合また

は相関のレベルを測定する。

Perez(2009,2015,2017a,2017b)では、2000年代

初期から狂牛病のプリオンをはじめとする

すべての種類のプリオンについて、植物、

酵母、ヒト、ウシ、ヒツジなどのあらゆる

プリオンを対象として分析を行ってきたが、その当時すでに、すべてのプリオンに共通する

一種の「署名」(一定しない形の波形)に注目していた。すなわち、マスターコードの典型的な

署名は、特徴的な形である「W」(あるいは反転すれば対称性によって「M」)をとっていたの

である。著者らは、この解析をアルツハイマー病におけるアミロイド形成にまで拡大した

(Perez&Montagnier,2021)。 

一方では PLAACのソフトウェア(図 7)を「マスターコード」とともに適用することで、Sup35p

のプリオン機能を検出し、その存在の可能性(可能性が高い場合も含む)を確認することができ

る。図 8では、PLAACを用いて推定されるプリオンの機能を示し、図 9に示すように「マス

ターコード」を用いることで、PLAACによって前方に移動した領域の「W」構造、またはそ

の対称形である「M」を確認することができる。追跡調査の結果、PLAAC由来のこれらのプ

リオン領域は、「マスターコード」曲線の「継続的減少」によって常に確認されることが観察

された。不変の「W」または「M」サイン波形の実証は、例えば、以下のセクション、特に図

10に示すように、ヒト PRNPプリオンの特徴でもある。 

結果と考察 

本節ではまずプリオンに関する様々な研究を提示する:ヒトのクロイツフェルト-ヤコブ病、ウ

シの狂牛病、およびヒツジのそれと同等の研究である。第 2段階では、SARS-CoV2から自然

に進化したと考えられる最後のオミクロン株ウイルスのプリオン機能が消失した可能性を証

明する。一方で、このプリオン機能は武漢の親株だけでなく、他のすべての変異株や、Pfizer

社や Moderna社などの「注射可能な」製品(デービッド・ヒューズ、2022が引用した Shimon 

Yanowitzの論文を参照)でも注目されている。次に第 3段階として、武漢の最初のウイルス株

から(プリオン機能が奇妙なことに消失する最後の Omicron変異株まで)進化していると考えら

図 9.「W」構造は、全てのプリオンに共通する INVARIANTの一

種として出現した。ここでは、ヒト PRNPプリオンの例を示す。 
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れる、または「ワクチン」の技術者によって由来されたと考えられる 25種類のスパイクタン

パク質について、プリオン機能の可能性を検索する。 

ヒト(PRNP),ヒツジ(TDP-43),およびウシ(狂牛病)のプリオン 

本節では、以下の順序に従って、ヒト、ヒツジ、ウシで詳細に研究されている既知のプリオ

ンについて述べる。 

ヒト PRNPプリオン 

ヒトの PRNPプリオンを考えるにあたっては、National Center for Biotechnology 

Information(NCBI)によって GenBankデータベース

(URL:https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/AF085477.2)に記録されている完全なコード配列(cds)

を"Homo sapiens prion protein(PRNP)gene"のタンパク質前駆体配列に翻訳することから始めよ

う。 

MANLGCWMLVLFVATWSDLGLCKKRPKPGGWNTGGSRYPGQGSPGGNRYPPQGGGGWGQP 

HGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWG 

QPHGGGWGQGGGTHSQWNKPSKPKTNMKHMAGAAAAGAVVGGLGGYMLGSAMSRPIIHFG 

SDYEDRYYRENMHRYPNQVYYRPMDEYSNQNNFVHDCVNITIKQHTVTTTTKGENFTETDVK 

MMERVVEQMCITQYERESQAYYQRGSSMVLFSSPPVILLISFLIFLIVG 

PLAACのソフトウェアを http://plaac.wi.mit.eduに適用すると、図 11のような結果が得られ

る。その結果を図 12に示す「Master Code」と組み合わせることで、それぞれの署名の波形を

確認することができる。 
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図 10.Yeast Sup35 Prionの「マスターコード」画像の「W」パターン構造と「減少」領域 
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Ovisプリオン(ヒツジ)プリオン 

図 11.アミノ酸 30～120のヒト PRNPプリオン領域の PLAAC分析 

  

  

図 12.「マスターコード」によるヒト PRNPプリオン領域の確認 

12.「マスターコード」によるヒトPRNPプリオン領域の確認 
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図 13と図 14では、ヒツジのプリオンである Ovis ariesプリオンタンパク質(PRNP)に対して、

すでにヒトの PRNPに適用したものと同じ分析システムを適用している。 

 

  

以下に示すのは、NCBIが https://www.ncbi.nlm.nih.gov/protein/NP_001009481.1?report=fastaの

GenBankに記録したヒツジの Ovis ariesプリオンタンパク(PRNP)の主要前駆体である mRNAの

参照配列 NM_001009481.1(複数の同義語がある)の翻訳結果である。 

CDS 161～931年 

/遺伝子="PRNP" 

/gene_synonym="プリオン;Prp;PRPC;SIP" 

/note="major prion protein;prion protein(p27-30)(クロイツフェルト-ヤコブ

病、Gerstmann-Strausler-Scheinker syndrome,致死性家族性不眠症)" 

/codon_start=1 

/product="主要プリオンタンパク質前駆体" 

/protein_id="NP_001009481.1"(タンパク質 ID="NP_001") 

/db_xref="GeneID:493887"/translation="MVKSHIGSWILVLFVAMWSDVGLCKKRPKPGGGWNTG

GSRYPGQ 

図 13.Ovisヒツジ PRNPプリオンの PLAAC分析により、アミノ酸 40～90とおそらく 160～180の間の領域にこの

プリオンの証拠があることが示された。 

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv


*本翻訳は MediTRANS（http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv）という機械（AI）翻訳エンジンによるものであり，人による翻訳内容の検証等は行

っておりません。従いまして本翻訳の利用に際しては，原著論文が正であることをご理解の上，あくまでも個人の理解のための参考に留めていただき

ますようお願いいたします。 

 

International Journal of  Vaccine Theory,Practice,and Research 3(1),2023年 1月 12日 Page 

https://doi.org/10.56098/ijvtpr.v3i1.66 

MediTRANS®による機械翻訳 

GSPGGNRYPPQGGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGGWGQGGSHS 

QW 

NKPSKPKTNMKHVAGAAAAGAVVGGLGGYMLGSAMSRPLIHFGNDYEDRYYRENMYRY 

PNQVYYRPVDQYSNQNNFVHDCVNITVKQHTVTTTTKGENFTETDIKIMERVVEQMCI 

TQYQRESQAYYQRGASVILFSSPPVILLISFLIFLIVG" 

GenPept Identical Proteins Graphicsの結果にも注目すること: 

>NP_001009481.1主要プリオンタンパク質前駆体[Ovis aries] 

MVKSHIGSWILVLFVAMWSDVGLCKKRPKPGGGWNTGGSRYPGQGSPGGNRYPPQGGGGWG 

QPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGGWGQGGSHSQWNKPSKPKTNMKHVAG 

AAAAGAVVGGLGGYMLGSAMSRPLIHFGNDYEDRYYRENMYRYPNQVYYRPVDQYSNQNNF 

VHDCVNITVKQHTVTTTTKGENFTETDIKIMERVVEQMCITQYQRESQAYYQRGASVILFSSPP 

VILLISFLIFLIVG 

 

図 14.マスターコードによる Ovis(ヒツジ)プリオン領域の確認 
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次に、ヒトのプリオンの場合と同様に、「マスターコード」と組み合わせた

http://plaac.wi.mit.eduの PLAACのソフトウェアを適用すると、ヒツジの PRNPについて図 13

および図 14に示す結果が得られる。 

Bos Taurus(ウシ)プリオン 

次に、図 15と図 16で分析したように、https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/AB457178.1の Bos 

taurus(ウシ)プリオンに移る。GenBankの参照配列 AB457178.1には以下のような配列がある: 

遺伝子 1～1352  

/gene="prn"CDS 11.805年 

 

/遺伝子="prn" 

/note="選択的スプライシング:Acc#AB457179.1も参照" 

/codon_start=1 

/product="プリオンタンパク質" 

/protein_id="BBD75290.1" 

/translation="MVKSHIGSWILVLFVAMWSDVGLCKKRPKPGGGWNTGGSRYPGQ 

GSPGGNRYPPQGGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGWGQPHGGGG 

WGQGGTHGQWNKPSKPKTNMKHVAGAAAAGAVVGGLGGYMLGSAMSRPLIHFGSDYEDRY 

YRENMHRYPNQVYYRPVDQYSNQNNFVHDCVNITVKEHTVTTTTKGENFTETD 

 

  

図 15.Bos Taurus,Mad Cow Diseaseの PLAAC分析で、アミノ酸 40～90とおそらく 170～180の間にプリオン領域がある証拠が

示された。 
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http://plaac.wi.mit.edu,の PLAACを用いた試験では、図 15に示す結果が得られ、「マスターコー

ド」を用いて図 16図 16で確認した。 

 

  

別のプリオンリスク:TDP-43プリオン 

Classen(2021a)は、標的とされたスパイクタンパク質が相互作用することで、細胞内の RNA結

合タンパク質である TARと DNA結合タンパク質である TDP-43が肉腫(FUS)の中で融合し、

病的なプリオン構造をとる可能性を示唆した。ここでは、Nonakaら(2013)および McAlaryら

(2019)が以前に指摘した TDP-43プリオンの特性を分析する。NCBIウェブサイトの URLより: 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/gene?term=(tdp43[遺伝子])%20 AND%20(Homo%20 sapiens[orgn])%20 

AN 

D%20 alive[prop]%20 NOT%20 newentry[gene]&sort=weight TARDBP TAR DNA結合タンパク質[ホ

モサピエンス(ヒト)]については以下のことがわかる。遺伝子 ID:23435 

図 16.マスターコードによる Bos taurus(狂牛病)プリオン領域の確認 
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図 17および図 18にそれぞれ示すように、先の事例と同様に分析する

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nuccore/NM_007375.4。NCBIの参照配列 NM_007375.4から以下の

ものが得られる: 

  

CDS 103～1347年  

/遺伝子="TARDBP" 

/gene_synonym="ALS10;TDP-43" 

/note="TAR DNA-binding protein-43" 

/codon_start=1 

/product="TAR DNA-binding protein 43"(DNA結合タンパク質 43) 

/protein_id="NP_031401.1"(タンパク質 ID="NP_001") 

/db_xref="CCDS:CCDS122.1" 

/db_xref="GeneID:23435" 

/db_xref="HGNC:HGNC:11571" 

/db_xref="MIM:605078" 

/translation="MSEYIRVTEDENDEPIEIPSEDDGTVLLSTVTAQFPGACGLRYR 

NPVSQCMRGVRLVEGILHAPDAGWGNLVYVVNYPKDNKRKMDETDASSAVKVKRAVQK 

TSDLIVLGLPWKTTEQDLKEYFSTFGEVLMVQVKKDLKTGHSKGFGFVRFTEYETQVK 

VMSQRHMIDGRWCDCKLPNSKQSQDEPLRSRKVFVGRCTEDMTEDELREFFSQYGDVM 

DVFIPKPFRAFAFVTFADDQIAQSLCGEDLIIKGISVHISNAEPKHNSNRQLERSGRF 

GGNPGGFGNQGGFGNSRGGGAGLGNNQGSNMGGGMNFGAFSINPAMMAAAQAALQSSW 

GMMGMLASQQNQSGPSGNNQNQGNMQREPNQAFGSGNNSYSGSNSGAAIGWGSASNAG 

SGSGFNGGFGSSMDSKSSGWGM 
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図 17.TDP-43ヒトプリオンの PLAAC分析により、アミノ酸 280～390の間のプリオン領域の証拠が示されている。 
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武漢のスパイク起源から自然変異または「ワクチン」工学のいずれかによって誘導された

SARS-CoV-2の変異体は全てプリオン領域を示すのに対して、オミクロン株ウイルスは、解析

ではプリオン領域を示さない。図 19は、PLAACのソフトウェアを用いて解析された SARS-

CoV-2武漢ウイルスのプリオン領域を示したものである。 

http://plaac.wi.mit.edu武漢スパイクの"window prion"が存在することを示す 38個のアミノ酸配列

(473-510)の PLAACズームを以下に示す: 

SKVGGNYNYLYRLFRKSNLKPFERDISTEIYQAGSTPCNGVEGFNCYFPLQSYGFQPTNGVGYQ 

PYRVVVLSFELLHAPATVCGPKKSTNLVKNKCVN 

その存在は図 20においてメーザーコードを用いて確認される。 

しかし、PLAACのソフトウェア(図 21に示す http://plaac.wi.mit.edu))を用いて Omicronスパイク

中のWINDOW PRIONを検索するために 38個のアミノ酸(473～510)に対して ZOOMを行う

と、WINDOW PRIONは消失する。 

  

図 18.マスターコードによるヒト TDP-43プリオン領域の確認 

リリオン F

群 

塗油 D

群 

現れる ○ ミクロン   

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv


*本翻訳は MediTRANS（http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv）という機械（AI）翻訳エンジンによるものであり，人による翻訳内容の検証等は行

っておりません。従いまして本翻訳の利用に際しては，原著論文が正であることをご理解の上，あくまでも個人の理解のための参考に留めていただき

ますようお願いいたします。 

 

International Journal of  Vaccine Theory,Practice,and Research 3(1),2023年 1月 12日 Page 

https://doi.org/10.56098/ijvtpr.v3i1.66 

MediTRANS®による機械翻訳 

 

  

図 19.武漢の SARS-CoV-2スパイクプリオンと重複するプリオン領域が、その配列の一部から構成されていることを示した

PLAACのエビデンス。また、このプリオン領域の両側に隣接する 100個のアミノ酸についても検討した。 

  

図 20.武漢プリオン領域と重複する 100アミノ酸中のプリオン領域のマスターコード確認。SARS-CoV-2武漢変異株由来の

スパイクタンパク質は全て、本稿の後半で示すオミクロンを唯一の例外として、ここで指定したプリオン領域を有してお

り、急速に発生し急速に進行する新型の致死的なクロイツフェルト-ヤコブ病と因果関係があると考えられる。 
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図 19,図 20および図 21の武漢ウイルスとオミクロンウイルスのスパイクを比較すると、プリ

オン領域に位置する 8つのアミノ酸変異(473,474など、510まで)の発生率を詳細に分析する必

要があるように思われる。これらは武漢親株と最新のオミクロン株ウイルスを鑑別するアミ

ノ酸である。問題となっている 8つの変異は、https://covariants.org/variants/21K.Omicronが報

告した以下のものである: 

  

図 21.オミクロンの SoCal(南カリフォルニア)変異株(文献で報告された米国初のオミクロン症例)における 100アミノ酸の

「窓」において、プリオン領域が完全に消失することを示した PLAACのエビデンスがある。問題は、どうすれば完全に

消去できるかということである。これは、我々自身の DNAに組み込まれている自然免疫、適応免疫、補体系のヒト免疫

防御システムの働きなのか(Santiago,2022b)、それとも他に何があるのか？これらの疑問は、解決すべき未解決の謎の重要

な部分を占めている。 
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オミクロンのプリオンスパイクの 38個のアミノ酸は、DNAの 114塩基の中で以下のように特

定されている: 

TATCAGGCCGGTAACAAACCTTGTAATGGTGTTGCAGGTTTTAATTGTTACTTTCCTTTACGA 

TCATATAGTTTCCGACCCACTTATGGTGTTGGTCACCAACCATACAGAGTA 

また、473～510までの番号を付したものの間の位置に印を付ける。 

473 510 

YQAGNKPCNGVAGFNCYFPLRSYSFRPTYGVGHQPYRV 

XX期 X X X X X X期 

1 2 3 4 5 6 7 8 

図 22に見られるように、これら 38個のアミノ酸の存在は Omicronスパイク蛋白に保存されて

いるが、同じ 38個のアミノ酸配列の PLAAC分析はプリオン機能の完全な消失を示している。 

  

 

図 22.ここでは、オミクロン株ウイルスの中でプリオンが存在すると予想される領域を拡大して示しているが、ご覧のように、プ

リオンの機能は完全に消失している。SoCalオミクロン株ウイルスからは姿を消した。この名称のすぐ上に記載されている 38個

のアミノ酸配列中にはもはや存在しない。 
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次に、全ての COVID-19「ワクチン」(54億人のヒトに接種されたものと同じワクチン

[Pharmaceutical Technology,2022])が同じ武漢スパイク配列から構築されていることを念頭に置い

て、武漢の親株について同じ解析を行う。図 23では、オミクロン株ウイルスに欠けているも

のとは対照的に、プリオンの潜在的な機能が PLAACのソフトウェアによって十分に明らかに

されている。しかし、最初の武漢のスパイクと比較したオミクロン株ウイルスの 2つのそれぞ

れの結果の間の「PLAAC距離」はどれくらいかを尋ねるのが妥当であると思われる。直ちに

続くのは、114塩基のヌクレオチドプリオン領域からなる武漢プリオンスパイクの特性解析で

ある。図 24では、2つのスパイク間のコントラストがその後に続く。 

  

ZOOMPRIONWUHAN SPIKREF[1416 on 114] 

ZOOMPRIONWUHAN 

TATCAGGCCGGTAGCACACCTTGTAATGGTGTTGAAGGTTTTAATTGTTACTTTCCTTTACAA 

TCATATGGTTTCCAACCCACTAATGGTGTTGGTTACCAACCATACAGAGTA 

  

  

図 24の解析結果から、問題の小領域の 21%を占める 8つのアミノ酸の変異が、実際には SoCal

オミクロン株ウイルスによるプリオン機能の完全な消失の原因であると結論づけることがで

きる。 

次に 2つの疑問が生じ、注意が必要となる: 

  

図 23.PLAACのソフトウェアでは、武漢の最初の配列にプリオン機能が明らかに存在することが示されているが、図 16で

は、オミクロンとして知られる SoCal変異株にはプリオン機能が全く存在しないことが判明した。 
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1/このプリオン領域は、武漢ウイルスが出現したときに「自然」であったのか(一部の主張、

特に Fauciの共同研究者[Kennedy,2021]による記録])、それとも Fleming,2021や、以前に本誌で

Oller,2021,Hughes 2022,Santiago,2022a、Kyrie and Pittsburgh,2022a,2022b)によって公表された記事に

沿った「キメラ」(危害を加えることを意図した何らかの人工生物兵器)であったのか。Broudy 

2/プリオン機能の抑制はウイルスの「ヒト型化」後の自然な現象であったのか、それとも人為

的な操作によるものであったのか。もし後者なら、何のために？オリジナルの武漢ウイルスの

事前操作を隠蔽するため？あるいは、ヒトの免疫防御複合体はスパイク中のプリオン領域をこ

れほど正確に破壊できるのであろうか。後者の場合、なぜ Omicron以前の武漢変異株には適用

されなかったのであろうか。 

前述の問題は依然として「未解決」であり、まだ決定的な答えは出ていない。 

SARS-COV2ウイルスパンデミックの進化を代表する SARS-COV2株、変異株、または「ワクチン」由

来のスパイクタンパク質 25種類におけるプリオン機能の可能性 

我々は、25の SARS-CoV-2ゲノムのスパイク配列を研究した。これらのスパイクにおいて、プ

リオンの機能性を有する可能性のある領域を検索した。そのためには、PLAACのバイオイン

フォマティクスソフトウェア(Lancaster et al.,2014)と「マスターコード」を使用する。図 25で

は、プリオン領域を武漢の SARS-CoV-2およびオミクロンのスパイクと区別する 8つのアミノ

酸変異を思い出してほしい。 

  

  

  

  

  -   +   -   + +++ +   

武漢 YQAG ST PCNGV E   GFNCYFPL Q SY G F Q PT N GVG Y QPYRV   

オミクロン YQAG NK

期 

  PCNGV A   GFNCYFPL 右   SY

期 

S

群 

  F

群 

右   PT

期 

有   GVG

試験 

H

型 

  QPYRV   

    + -   +   -   -   -   -   -   

距離 -   10 2 10 2 6==> 7

点 

-   37

件 

  

距離+5   12

個 

==>+ 17

人 

  

プリオン機能を強化する差   :   -   20

個 

    

図 24.20種類のアミノ酸間のプリオンの性質の分類階層。 
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図 25は、38個のアミノ酸からなる小さなプリオン領域に隣接する 100個のアミノ酸からなる

領域に関するマスターコードのゲノム/プロテオミクス画像を示している。 

  

図 25.8つのアミノ酸変異により、プリオン領域は武漢の SARS-CoV-2および Omicronスパイクと区別される。 
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SARS-CoV-2の主な 10変異株の代表的な菌株の解析 

図 23～26は、PLAACのソフトウェアおよびマスターコード法の両方を用いて、図 21に見ら

れるようなスパイクの 500番目のアミノ酸を中心とする(またはそれに非常に近い)プリオン

領域の存在を示す。このプリオンは SARS-CoV-2のデルタ変異株に存在するだけでなく(図

23),Pfizer社および Moderna社の「ワクチン」スパイクにも存在することがわかっている(図

24-26)。COVID-19の「ワクチン」は武漢の SARS-CoV-2のスパイクから作られたものである

ため、論理的には全ての COVID-19の「ワクチン」に含まれているはずである。 

  

  

図 26.38個のアミノ酸からなる小さなプリオン領域に隣接する 100個のアミノ酸からなる領域に関するマスターコードの

ゲノム/プロテオミクス画像。初期の SARS-CoV-2(武漢ウイルス)および Pfizer社とModerna社の注射剤を含むその全ての変

異株(研究または報告されているもの)のスパイクタンパク質配列は全て、このプリオン領域を有しており、これが新たに

急速に発生したクロイツフェルト-ヤコブ病の潜在的原因であることが示唆される。 

26.38個のアミノ酸からなる小さなプリオン領域に隣接する100個のアミノ酸からなる領域に関するマスタ

ーコードのゲノム/プロテオミクス画像。初期のSARS-CoV-2(武漢ウイルス)およびPfizer社とModerna社の

注射剤を含むその全ての変異株(研究または報告されているもの)のスパイクタンパク質配列は全て、この

プリオン領域を有しており、これが新たに急速に発生したクロイツフェルト-ヤコブ病の潜在的原因であ

ることが示唆される。 
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図 27.PLAACのソフトウェアは、Modernaのスパイクのアミノ酸 500付近にプリオン領域が存在することが実証されている。 

  

図 28.PLAACのソフトウェアにより、Pfizer社の COVID-19「ワクチン」のスパイクの 500番目のアミノ酸付近

にプリオン領域が存在することが実証された。 
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Perez(2021)が実証したように、図 29の武漢スパイクプリオン領域と比較すると、Pfizer社の

ワクチンのプリオン領域は、特にゲノムシグネチャーにおいて、フラクタルラフネスを伴う

無秩序なマスターコード曲線を示すことが分かる

(Mandelbrot,1975,1982,2010;Pellionisz,2008,2012)。この粗さは、Seneffら

(Pittsburgh&Nigh,2021;Seneff,Kyriakopoulos,et al.,2022;Seneff,Nigh,et al.,2022)が本誌で以前に考察し

たように、この配列に「G」塩基をドーピングすることによって生じるものであり、その目

的はアミノ酸の配列を変えることなく mRNAの安定度を増すことにあるようである。

SeneffPerez(2021)が指摘しているように、ゲノムシグネチャーのフラクタル特性は、コドンと

特定のアミノ酸を連結する翻訳において許容される曖昧さ(「wobble」と呼ばれることもあ

る;例えば、Mauro&Chappell,2014)に依存する。4 

 
4編集者注:Pellioniszへの言及は、Andras J.Pellionisz(コンピュータ、生物、物理の各分野で PhDを取得している)に

感謝の意を表して編集者が追加したものである。我々はまた、この研究がここ IJVTPRに現れる前にレビュー

を行ってくれたことに感謝している。International Interdisciplinary Research Teamのメンバーの皆様にも深く感謝

いたする。メンバーの中には、場の量子論の著名な理論家である Ulrike Granögger氏、University of  

Queensland,Australiaの医学博士(退職)でMBBSの Gerry Brady氏、1990年の Bio-Pharmaceutical 

図 29.Master Code法は、スパイクプリオン領域のゲノムおよびプロテオミクスの両シグネチャーの粗さ、フラ

クタル構造(数学者のMandelbrotが定義したもの)の包括的解析を可能にする。 
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PLAACで実施された Modernaの「ワクチン」スパイクの解析では、Pfizer,Delta,Wuhanのスパ

イクでも認められたプリオン領域が再び明らかにされた。 

  

 

Research&Development Companyの共同設立者、2015年の BOOM Finance and Economicsが含まれている。二人の

おかげである。 
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MFVFLVLLPLVSSQCVNLTTRTQLPPAYTNSFTRGVYYPDKVFRSSVLHSTQDLFLPFFSNVTWFH 

AIHVSGTNGTKRFDNPVLPFNDGVYFASTEKSNIIRGWIFGTTLDSKTQSLLIVNNATNVVIKVC 

EFQFCNDPFLGVYYHKNNKSWMESEFRVYSSANNCTFEYVSQPFLMDLEGKQGNFKNLREFV 

FKNIDGYFKIYSKHTPINLVRDLPQGFSALEPLVDLPIGINITRFQTLLALHRSYLTPGDSSSGWTA 

GAAAYYVGYLQPRTFLLKYNENGTITDAVDCALDPLSETKCTLKSFTVEKGIYQTSNFRVQPTES 

IVRFPNITNLCPFGEVFNATRFASVYAWNRKRISNCVADYSVLYNSASFSTFKCYGVSPTKLNDLC 

FTNVYADSFVIRGDEVRQIAPGQTGKIADYNYKLPDDFTGCVIAWNSNNLDSKVGGNYNYLYR 

LFRKSNLKPFERDISTEIYQAGSTPCNGVEGFNCYFPLQSYGFQPTNGVGYQPYRVVVLSFELLH 

APATVCGPKKSTNLVKNKCVNFNFNGLTGTGVLTESNKKFLPFQQFGRDIADTTDAVRDPQTL 

EILDITPCSFGGVSVITPGTNTSNQVAVLYQDVNCTEVPVAIHADQLTPTWRVYSTGSNVFQTRA 

GCLIGAEHVNNSYECDIPIGAGICASYQTQTNSPRRARSVASQSIIAYTMSLGAENSVAYSNNSIAI 

PTNFTISVTTEILPVSMTKTSVDCTMYICGDSTECSNLLLQYGSFCTQLNRALTGIAVEQDKNTQ 

EVFAQVKQIYKTPPIKDFGGFNFSQILPDPSKPSKRSFIEDLLFNKVTLADAGFIKQYGDCLGDIA 

ARDLICAQKFNGLTVLPPLLTDEMIAQYTSALLAGTITSGWTFGAGAALQIPFAMQMAYRFNGIG 

VTQNVLYENQKLIANQFNSAIGKIQDSLSSTASALGKLQDVVNQNAQALNTLVKQLSSNFGAIS 

SVLNDILSRLDPPEAEVQIDRLITGRLQSLQTYVTQQLIRAAEIRASANLAATKMSECVLGQSKRV 

DFCGKGYHLMSFPQSAPHGVVFLHVTYVPAQEKNFTTAPAICHDGKAHFPREGVFVSNGTHW 

FVTQRNFYEPQIITTDNTFVSGNCDVVIGIVNNTVYDPLQPELDSFKEELDKYFKNHTSPDVDL 

GDISGINASVVNIQKEIDRLNEVAKNLNESLIDLQELGKYEQYIKWPWYIWLGFIAGLIAIVMVT 

IMLCCMTSCCSCLKGCCSCGSCCKFDEDDSEPVLKGVKLHYT 

PLAACのソフトウェアを用いて解析したところ、図 30に示す武漢の SARS-CoV-2のスパイク

プリオンは、Modernaスパイクの 500番目のアミノ酸付近に予測どおり正確に存在していた。 

 

  

図 30.PLAAC社のソフトウェアは、図 22に示すように Modernaスパイクタンパクの 500番目のアミノ酸付近にプ

リオン領域が存在することを示している。 
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しかしながら、表 4では、このプリオン領域は Bat RaTG13には存在されていた Bat RaTG13に

は存在しないことに注目している(例えば、Cohen,2020および Swarajya Staff,2020参照)。不思議

なことに、それは ScovZC45と ScovZXC21に存在するが、それらのスパイクの最初の 50個の

アミノ酸の中にあって、500番目のアミノ酸の領域にはない。 

表 4コウモリ RaTG13を除く過去の SARS-CoV-2によるスパイク検体におけるプリオン領域の

有無 

  

Identification of  main SARS-CoV2, 

variants and vaccines  
PRION region 

amino acids 473-510  

Notes  

SARS-CoV2 Wuhan  YES    

ALPHA (UK)  YES    

BETA (South Africa)  YES    

GAMMA (Brazil)  YES    

DELTA (India)  YES    

mRNA vaccins Pfizer  YES    

mRNA vaccins Moderna  YES    

batRaTG13  NO  Prion region totally absent  

ScovZC45  YES (shifted)  In the 50 first amino acids  

ScovZXC21  YES (shifted)  In the 50 first amino acids  

  

オミクロンの世界初の 7症例の分析 

この節では、南アフリカ、ヨーロッパ、米国、カナダにおけるオミクロン感染症の最初の症

例について検討する。これらの ALL症例では、プリオン領域が消失している(表 5)。 

表 5 

プリオン領域が検出されなかった最初のオミクロン感染症例 7例 

Ref   Identification of  first Omicron worldwide patient strains  
Prion 

region  

SOSA1  One of  the 3 first cases in South Africa  none  

SOSA2  One of  the 3 first cases in South Africa  none  

SOSA3  One of  the 3 first cases in South Africa  none  
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SOBEL  First case in Belgium  none  

SOCAN  First case in Canada  none  

SOMIN  Second case in USA and first case in Minesota  none  

SUK  First case in UK  none  

Results   None  

  
GENBANKからランダムに選択された米国 OMICRONの患者 8名の分析 

このサブセクションでは、米国の様々な州でオミクロンの感染がみられた 8人の患者の症例を

検討するが、これら 8人全員でプリオン領域が消失している。 

 

  

表 6 

プリオン領域が全ての州から完全に消失したことを示した米国各州のオミクロン 7症例の

PLAAC解析 

  

Ref   Identification Omicron USA patient strain  Prion region  

SUSA1  Sequence ID: OM084744.1    USA/KY  none  

SUSA2  Sequence ID: OM084702.1    USA/KY  none  

SUSA3  Sequence ID: OM084601.1    USA/TN  none  

図 31.これは、2021年 12月 12日に米国で最後の Omicron感染者となったテキサス州在住の患者(配列番号 OM084409.1)の

PLAAC分析であり、プリオン領域がこのウイルス株から完全に消失したことを示している。そのためには、必要な変異が

スパイクタンパク質の残りの部分全体の 8倍以上でなければならない。 
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SUSA4  Sequence ID: OM084601.1    USA/TN  none  

SUSA5  Sequence ID: OM084538.1    USA/KY  none  

SUSA6  Sequence ID: OM084529.1    USA/IN  none  

SUSA7  Sequence ID: OM084430.1    USA/OH  none  

SUSA8  Sequence ID: OM084409.1    USA/TX  none  

Results   None  

  

  

  

表 7 

SARS-CoV2の様々な変異株およびワクチンのプリオン領域 

Identification of  main  

SARS-CoV-2 variants  

PRION region amino acids  

473-510 detected by 

PLAAC  

PRION region amino acids  

473-510 not detected 

by PLAAC  

SARS-CoV-2 Wuhan (D614G)  YES    

ALPHA (UK)  YES    

BETA (South Africa)  YES    

GAMMA (Brazil)  YES    

DELTA (India)  YES    

OMICRON (South Africa)    YES  

Identification of  SARS-CoV-2  PRION region  PRION region  

mRNA vaccine Pfizer  YES    

mRNA vaccine Moderna  YES    

Astra Zeneca vaccine  YES    

Janssen vaccine  YES    

プリオンマスターコード画像の Wまたは M構造の意味 

著者らは、全てのプリオンが「W」または「M」の形をしたマスターコードの画像パターンを

示すことを観察した。また、PLAACで検出されたプリオン領域は、これらの画像の下行部と

一致していた。数年前、我々は普遍的な遺伝コードの 64個のコドンの配列によって形成され

る一種の仮説的遺伝子を想像するというアイデアを思いついた。その場合、マスターコード
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nucleotide/OM084430.1?report=genbank&log$=nuclalign&blast_rank=8&RID=X5GTDBTG01R
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https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nucleotide/OM084409.1?report=genbank&log$=nuclalign&blast_rank=9&RID=X5GTDBTG01R
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nucleotide/OM084409.1?report=genbank&log$=nuclalign&blast_rank=9&RID=X5GTDBTG01R
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/nucleotide/OM084409.1?report=genbank&log$=nuclalign&blast_rank=9&RID=X5GTDBTG01R
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中のゲノム/プロテオミクスの特徴は何となるか？それは図 7>>に示すものである。不思議な

ことに、この図も「M」字型をしている。 

 

  

遺伝暗号の表(図 5の右側)では、コドンは TCAGの順に分類されている。また、TCAGメタオ

ーダーに続くマスターコード画像のメタ構造を決定するのは、コドントリプレットの 2番目の

塩基であることも観察される(図 5の左側)。その結果、両"M"パターンの下行部は Cと G塩基

に富んでいる。したがって、PLAACによって検出されるプリオン領域は、二本鎖 DNAの CG

の豊富さが増すにつれて規則的な「下行性」の形状を示す領域である。最後に、Pfizer社と

Moderna社の mRNAワクチンには、対応するアミノ酸を修飾することなく(遺伝コードで許容

されている曖昧さを利用して)CG塩基が添加されていたことに注目したい。したがって、その

プリオン領域は最初の武漢スパイク株のプリオン領域とアミノ酸レベルでは同一のままであ

るが、mRNAからアミノ酸への翻訳の過程で、例えば COVID-19の注射剤を調査した様々な研

究者によって最近議論されたように(Sarlangueら、2021),電磁気源などから何らかのエネルギー

動態が導入されれば、この CG塩基のドーピングによってワクチンのプリオン効果が増幅され

る可能性があると考えられる。  

図 32.64個のコドンからなる Universal Genetic Codeから構築された合成遺伝子のマスターコード全体にまたが

る"M"字型の配列で、T C A Gの順に並んでいる。 

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv
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図 33.武漢 SARS-CoV-2ウイルスとオミクロンウイルスのスパイクプリオン領域間で Master Codeパターンのゲ

ノム/プロテオミクスシグネチャーを比較したところ、大きな差は認められなかった。 
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図 33では、SARS-CoV-2武漢とオミクロンのそれぞれのプリオン領域のマスターコード画像は

非常に類似しているように見えるが、武漢からオミクロンへのこの領域の移行は、このプリ

オン領域の 8つのアミノ酸変異に起因しており、ゲノム/プロテオミクス結合が

88.45%==>90.63%から 2%以上改善されたことに注目する。これは、Omicronウイルスがヒト

宿主によりよく適応した結果であると解釈される。全ての COVID-19ワクチンのスパイクに加

えて、全てのプレオミクロン変異株のスパイクでもこのプリオン領域を強調することで、こ

のプリオン領域の妥当性と一貫性について議論することは興味深い。このような示唆的な定

性的比較の弱点は、結果が定性的なままであることである。関連するすべての事例を定量的

に評価することができれば、比較はより決定的なものとなるであろう。SARS-CoV-2のプリオ

ン領域の PLAAC強度がヒトのプリオン PRNPと比較して低いままであることを考慮すると、

武漢の症例とオミクロンの症例でそのような対照が存在するとすれば、それは抑制または否

定による一種の経験的証明となる。実際、このプリオン領域がどの変異によってどのように

消失するかを実証するのである。そして実際、この論文で分析したすべてのすべてのオミク

ロン変異株からどのようにして消失したのかを明らかにした。そうすることで、我々の経験

的証明は非常に強固なものとなる。それは、物体の影を使って光の存在を証明することに似

ている。残念なことに、COVID-19ワクチンの接種直後に一部の人に新たな形態のクロイツフ

ェルト-ヤコブ病が急速に発生した実際の症例(本稿の本文で提示した症例)は、我々が検出した

と考えている仮想的な原因プリオン機能が実際に存在することを示しているように思われ

る。 
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*本翻訳は MediTRANS（http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv）という機械（AI）翻訳エンジンによるものであり，人による翻訳内容の検証等は行

っておりません。従いまして本翻訳の利用に際しては，原著論文が正であることをご理解の上，あくまでも個人の理解のための参考に留めていただき

ますようお願いいたします。 
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English Translation:  

INVITATION   
A Tribute to Professor Luc Montagnier  

FRIDAY FEBRUARY 17  
Dear Friends of  the Foundation, Ladies, Gentlemen  

It has been almost a year since Luc Montagnier left us.   

The Luc Montagnier Foundation, friends, and collaborators of  the Professor, have decided to honor him as one of  the greatest  
scientists of  all time. He won the Nobel Prize in Medicine and Physiology for his advances concerning the greatest scourge of  our time.   

Our tribute will take the form of  a conference led by different speakers from the scientific, medical, and artistic world, to be held 

February 17, 2023 at 8 pm in the amphitheater at 32 Avenue Hoche in Paris.   

This conference will look ahead to the future of  the works of  Professor Montagnier, but also his latest  discoveries, and current  
events. This will enable us to honor him with a grand tribute, as poignant and moving as was his funeral. It will be an occasion to recount all that 

he brought to the scientific and medical community.   

We hope you will be with us to celebrate the memory of  a man who dedicated his life to research concerning a time that was always 

ahead of  his own.  

We count on your being there and thank you in advance.  

  

Everyone on the Foundation Team       

http://www.mcl-corp.jp/meditrans/cvzczvv

